
〔第７回ワークショップ〕

エネルギーの将来はどうあるべきか
（その２）

本事業は、経済産業資源エネルギー庁の⽀援を受けて実施しています。（事務局：（⼀財）⽇本⽴地センター）

本プロジェクトの
マスコットキャラクター
ぷよたまくん



プロジェクトが⽬指すもの

▶エネルギーについてよく知り、⾃分の意⾒を
持った上で、周りの意⾒を尊重しながら、エネ
ルギーの将来についての「合意」を⽬指して話
し合う。

– 最終的には、2050年の⽇本のエネルギー構造について考え、話
し合う。それを⽬指してワークショップを進める。

– もし合意が取れなかったとしても、「合意」を⽬指すためには、
さらにどのような情報が必要になるのかを話し合う。プロジェ
クトでは合意を⽬指すが、全６回のワークショップで必ず取ら
なければならないということはない。



エネルギーの将来を考える

▶エネルギーの将来を考えるには、「３Ｅ＋Ｓ」
が重要とはよく⾔われる。⼤前提のＳに加え、
３Ｅのトリレンマを考えなければならない。

Safety
安全性

Efficiency
経済性

Environment
環境適合性

Energy security
エネルギー安定供給

これで⼗分
…なのかな？



〔ステップ１ ･･･60分〕

2050年のエネルギーフローを
話し合いながら、まとめてみよう

● 消費側（25分⽬安）、転換部・電源構成（25分⽬安）
● 技術⾰新等の検討も含めてみよう。
● 完成したら、皆が納得できているかどうかを⾒直そう。

ちょっと複雑だけど・・・
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〔ステップ２ ･･･30分〕

2050年の社会を実現するには

● 2050年に向けて、このエネルギーフローを実現するためには、
どういうことをしていかなければならないのでしょうか。

しっかり考えよう！


